
酸化物熱電発電素子の作製と発電特性 

 

＜はじめに＞ 

 酸化物熱電材料は、熱的化学的安定性が高く、

大気中・高温での発電素子応用に期待が持たれ

ている。ここでは、ｐ型、ｎ型共に酸化物材料を用い、

放熱金属フィン上に素子を形成し（フィン型熱電素

子）熱電発電特性を評価した。 

 

＜素子作製＞ 

 ｐ型材料には放電プラズマ焼結法で作製した

Ca2.75Gd0.25Co4O9 を、ｎ型材料には常圧焼結した

Ca0.92La0.08MnO3 を用いた。これら材料自身の出力

因子（S2/・）は、大気中、700℃において、4.8 x 

10-4 Wm-1K-2 （ｐ型）、2.2 x 10-4 Wm-1K-2 （ｎ型）

である。金属放熱フィンには SUS430（150 mm x 100 

mm x 1 mm）を採用した。図 1 にフィン型素子の写

真を示す。 

 

放熱フィン上の一部に絶縁性のセラミックペ－ストを

用い、絶縁膜を形成し、その上に角柱状（30mm x 

3 mm x 5-6 mm）に加工したｐ型およびｎ型材料を

交互に配置した。電極形成及び配線には白金線

及び白金ペ－ストを用いた。発電特性評価のため、

素子の一端を電気炉に挿入し加熱した（図 2）。 

 

素子のもう一端は空冷することにより、材料の両端

に温度差（ΔT）が生じる。材料の両端に接合した

Ｒ熱電対で高温側温度（Th）、低温側温度（Tl）を

測定しその差をΔT とした。 

 

＜発電特性＞ 

Th = 773℃、ΔT = 390℃において外部抵抗（RL）

を変化させた時の出力変化を図 3 に示す。 

 

この温度条件における開放電圧及び最大出力はそ

れぞれ、988 mV、64mW であった。最大出力を与え

る外部抵抗値はおよそ 3 W であり、素子の内部抵

抗値とよく一致する。また最大出力時の電圧は、開

放電圧の約 1/2 であり、以上のことからこの素子が

確かに発電素子として機能していることが分かる。な

お材料の抵抗率及び形状から計算される抵抗値は

2.3・・であり、素子の内部抵抗の約・・・であった。 

素子の耐久性評価のため、Th = 650℃、ΔT = 

280℃の温度条件において 15 日間の連続運転を

行った。その結果、出力は全く低下せず、材料及び

電極共に空気中・高温において安定であり、酸化

物材料が発電素子応用に有望であることを確認す

ることができた。 
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